コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/1541

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
初め西藩、島津氏獨島津氏未だ來り會せず。二豐、二筑の將帥、密命（みつめい）を受けて亦發せず
是に於て、舟艦三千餘艘を以て兵庫に至る。則和成りて已に四日なり。前將軍、
人をして
勞（ねぎら）ひて之を
罷（や）めしむ。遂に圍を撤し、
特（たゞ）
勳舊（くんきう）の七將を留めて、塹を塡む
塹（ほり）を
塡（うづ）め
しむ。本多
正純（まさずみ）、安藤直次、成瀨正成を以て、之を掌らしむ。諸︀侯爭ひて役を助
く。伊達政宗、藤堂高虎等、請ひて曰く、「秀賴命を聽くも終に保す可からず。恐
らくは後患を
遺（のこ）さん。今に及びて之を除くに
若（し）かず」と。前將軍曰く、「吾れ豐臣
氏と、義を以て合ふ者︀なり。
長湫（ながくて）の
㨗後（せふご）、和を
聽（ゆる）して京師に入り、始めて征伐を
助け、終に
委託（ゐたく）を受く。關原の役に、勢に乘じて大阪を
壓（あつ）する事、
固（もと）より難︀きに
非ず。今彼れ乃怨を以て恩に報ゆ。吾れ苟も之を除かんと欲せば、
豈（あに）
卿等（けいら）の言を

竢（ま）たんや。特に太閤の舊好を
念（おも）ひ、以て之を保全するのみ。彼れ復我に
負（そむ）き、敢
て不義を行はゞ、則自亡を取るなり。卿等且言ふ勿れ」と。大阪の諸︀將、前將軍
を要擊せんと欲す。二十四日、前將軍、數十騎と、夜、行營を發し、曉に比びて
家康京師に入る京師に入る。衆以て神︀と爲す。

初め前將軍の京師を出づるや、林信勝等に命じて、
御府（ぎよふ）、及び
公卿（くぎやう）の家の典籍
典籍（てんせき）を

索（もと）めて、五山の僧︀徒
五山（ごさん）の徒に命じ、
局（きよく）を開きて校寫せしむ。大阪城中に在りても
遙（はるか）に其役
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